
プログレス

E N G L I S H英 語
G-MARCHをはじめとする難関大学受験向けのシリーズであるプログレス。英文法では授業で使い
やすい１単元４ページ構成で、要点整理を各１ページに凝縮して演習量を確保。英語長文では、英文
を学習意欲を喚起しやすいテーマ別に分類、内容にフォーカスした読解指導が可能です。近年の文
化や科学技術などを反映して英文の一部を差し替え、さらに新しく設問を追加するなど、内容の一層
の充実を図りました。

英語構文（高２用）、英語長文Ⅱ（高２用）、大
学受験 英文法・語法（高３用）、大学受験 英
語長文（高３用）

●演習問題、解答解説
２ページの演習問題に対して解答解説を３
ページ配分。ボリュームが多く、教える側
にとっても指導しやすい構成です。

●演習問題
可能な限り、各講に新しく設問
を追加。テーマは同じですが、
本文とは別内容の短文を掲載
し、その和訳などを行います。
テーマについての理解を深め
ることで、入試問題への対応
力が高まるとともに、幅広い知
識の習得にもつながります。

●要点整理、基本問題
大学入試の頻出項目をコンパクトに構成。基本問題には「コーチ」があ
り、生徒の理解をサポートします。
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　　連鎖関係代名詞…先行詞に as，such，the same，soがついて，それと連鎖する関係代名詞としての as。
⑴　as ～ as ...，such ～ as ... 「…のように〔のような〕～」

As many people as came were caught.　（来た人はみんなつかまった）
He is just such a teacher as we all admire.　（彼は私たちみんなが賞賛するような先生だ）
⑵　the same ～ as ...「…と同じような～」

This is the same watch as I’ve lost.　（これは私がなくしたのと同じ（型の）時計だ）
◆同一物であることをはっきりさせたい場合は〈the same ～ that ...〉にすればよい。
This is the same watch （that） I’ve lost.　（これは私がなくしたその時計だ）

　　関係詞の二重限定…１つの先行詞を２つの関係代名詞節が修飾する場合。
There is something （that） you know which I don’t know.　（君が知っていて私が知らないことがある）
◆２つ目の関係代名詞は，文の構造が不明になるので省略はできない。関係代名詞が thatと whichになって
いるのは同じ語のくり返しを避けているだけである。

　　類似関係代名詞…as，but，thanが関係代名詞のように使われることがある。
⑴　as…先行詞に as，suchなどがつかないで，単独で用いられる場合。

He is a foreigner, as is evident from his accent.　（彼のなまりから明らかなように，彼は外国人です）
◆この場合は asをwhichに置き換えられるが，asはwhichと異なり，先行詞より前に置くことができる。
　As is often the case with him, he was late.　（彼にはよくあることだが，遅れた）
⑵　〈否定語＋but ～〉「～でない…はない」…butに否定が含まれる。（but＝who［that］ ～ not）

There is no one but loves［who doesn’t love］ his own country.　（自分の国を愛さない者はいない）
There is no rule but has some exceptions.＝There is no rule that has no exceptions.

 （例外のない規則はない）
⑶　〈比較級＋than ～〉…There was more water than was needed.　（必要以上の水があった）
　　複合関係代名詞
⑴　名詞節をつくる複合関係代名詞…any ～という先行詞を含み「どんな～でも」の意味を表す。
①　whoever（＝anyone［anybody］ who）「～のだれでも」
②　whichever（＝any that［which］）「～のどちらでも〔どれでも〕」
③　whatever（＝anything that［which］）「～のどんなもの〔こと〕でも」

⑵　譲歩の副詞節をつくる複合関係代名詞…「たとえ～でも」の意味を表し，〈no matter＋疑問詞〉にできる。
①　whoever（＝no matter who）「たとえだれが～しても」　　＊譲歩を表すmayが使われる。
②　whatever（＝no matter what）「たとえ何が〔何を〕～しても」
◆複合関係副詞もある。
①　wherever（＝no matter where）「たとえどこへ～しても」
②　whenever（＝no matter when）「たとえいつ～しても」
③　however（＝no matter how）「どんなに～しても」
◆関係形容詞…what（ever），which（ever）は名詞を伴うこともある。

You can buy whichever toy you like.　（どちらのおもちゃでも好きなものを買ってよい）

1

2

3

4

関 係 詞 ⑷第18講

•連鎖関係代名詞，類似関係代名詞，複合関係詞（～everのついた関係詞）の用法を学ぶ。
•関係代名詞の二重限定…先行詞を２つ以上の関係代名詞節が修飾している構文を学ぶ。
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基 本 問 題 コ ー チ
1 次の各文の（　　）内から適語を選びなさい。

⑴ 　You have to eat （ア．as　イ．such　ウ．so） fruit （エ．as　オ．which　
カ．to） is good for your health.

⑵ 　There is （ア．as　イ．such　ウ．no） one （エ．what　オ．which　カ．
but） hopes world peace.

⑶ 　This is the （ア．very　イ．like　ウ．same） story （エ．which　オ．like

カ．as） I heard in my childhood.

⑷ 　Why do you have the （ア．as　イ．same　ウ．such） mechanical pencil 

（エ．which　オ．but　カ．that） I’ve lost?

⑸ 　We must not kill （ア．any　イ．more　ウ．such） animals （エ．than　
オ．but　カ．what） are necessary for food.

2 日本文に合う英文になるように，（　　）に適語を入れなさい。

⑴　来る人はだれでも歓迎します。
　　（　　　　） comes will be welcome.

⑵　どっちが勝とうと，あなたは満足でしょう。
　　（　　　　） side wins, you may be satisfied.

⑶　彼はその通りで会う人にはだれにでも話しかける。
　　He speaks to （　　　　） he meets on the street.

⑷　どんなに遅くなっても，必ず私に電話してください。
　　（　　　　） late you may be, be sure to call me.

⑸　私が手に入れるものは何でも自由にお使いください。
　　（　　　　） I get is at your disposal.

3 次の各文の下線部を１語で表しなさい。ただし⑸は２語で。

⑴　You may bring anyone that you like.

⑵　Anything that happens around you will affect you.

⑶　You had better go to any place that you want to go.

⑷　No matter how hard he may try, he well fail again.

⑸　Let me know any accident that happens during your trip.

4 次の各文を日本語に直しなさい。

⑴　Whoever says so is a liar.

　　 

⑵　Whoever may say so, it is a lie.

　　 

⑶　Whatever you said to him made him feel better.

　　 

⑷　Whatever you may say, he won’t change his mind.

　　 

1 関係代名詞の働きをする

as，but，thanなど

⑴　「健康のためになるよう

な果物」

⑵　「世界平和を望まない人

はいない」

⑶　「子どもの頃に聞いたの

と同じ話」

⑷　「私が紛失した（その）

シャープペンシル」（同一

物）

⑸　「食糧として必要以上の

～」

2 複合関係詞の用法

⑴　主語。＝anyone who

⑵　譲歩節を導く用法。「ど

ちらの側が勝っても」

⑶　目的語。＝anyone whom

⑷　譲歩「どんなに～でも」

を表す複合関係副詞。＝No 

matter how late you may 

be, ～

⑸　主語。＝anything that

3 any ～＝～ ever

⑴　likeの目的語になってい

ることに注意。

⑵　「どんなことが起こって

も」

⑶　複合関係副詞。

⑷　譲歩を示す副詞節。

⑸　「起こった事故はどんな

事故でも」複合関係形容詞。

4 名詞節か副詞節か

⑴　主語＝名詞節

⑵　譲歩の副詞節＝No matter 

who ～

⑶　主語＝名詞節

⑷　譲歩の副詞節＝No matter 

what ～

プログレス  英文法

プログレス  英語長文Ⅰ
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1 次の各文の（　　）内から適語を選びなさい。

⑴　I will invite （ア．whoever　イ．whomever　ウ．whatever） wants to come to my birthday party.

⑵　“Is there any special TV program you would like to watch?”  “（ア．Something　イ．Anything　ウ．
Whichever） one you choose is all right with me.”

⑶　The book is written in such easy English （ア．as　イ．that　ウ．how） beginners can understand.

⑷　He offers a helping hand to （ア．whatever　イ．whoever　ウ．whomever） he thought to be in need 

of help.

⑸　Grandfather, （ア．as　イ．which　ウ．that） was usual with him, took the dog out for a walk.

⑹　There is no one （ア．who　イ．that　ウ．but） loves his own country.

⑺　He was given more money （ア．as　イ．than　ウ．that） was needed.

⑻　He was not half such a coward （ア．as　イ．that　ウ．how） we took him for.

2 次の各文の（　　）に適語を入れなさい。

⑴　We cannot believe such a person （　　　　） praises us in our presence.

⑵　Please mail these calendars to （　　　　） wants them.

⑶　I gave the poor child （　　　　） little money I had with me.　（わずかながらすべてのお金）
⑷　There is no one in the world （　　　　） sometimes commits errors. *commit errors：誤りをおかす

⑸　She wants to wear the same kind of dresses （　　　　） the actress wears.

3 日本文に合う英文になるように，（　　）に適語を入れなさい。

⑴　来たい人はだれでも歓迎されます。
　　（　　　　） wants to come will be welcome.

⑵　彼はあなたの言うことには何でも注意を払うでしょう。
　　He will pay attention to （　　　　） you say.

⑶　お車は，どこでも好きなところに駐車していいです。
　　You may park your car （　　　　） you like.

⑷　私たちの先生は，正しい答えをするといつでも私たちをほめる。
　　Our teacher praises us （　　　　） we get right answers.

⑸　君を考えさせるような本を読みなさい。
　　Read （　　　　） books （　　　　） will make you think.

⑹　あなたの手伝いをしたいと思わない者は，私たちの中に 1人もいない。
　　There is （　　　　） one of us （　　　　） wishes to help you.

⑺　好きな本はどれでもあげます。
　　　You may keep （　　　　） book you like.

　　＝You may keep （　　　　） book that you like.

⑻　旅行から帰った彼は出かけたときの彼とは違っていた。
　　He did not bring back from a journey the （　　　　） self （　　　　） he took.

⑼　私にできる援助はすべて彼のためにしてあげた。
　　I gave him （　　　　） help I could.

に適語を入れなさい。

 wants to come will be welcome.

⑵　彼はあなたの言うことには何でも注意を払うでしょう。
 you say.

⑶　お車は，どこでも好きなところに駐車していいです。
 you like.

⑷　私たちの先生は，正しい答えをするといつでも私たちをほめる。
 we get right answers.

 will make you think.

⑹　あなたの手伝いをしたいと思わない者は，私たちの中に 1人もいない。
 wishes to help you.

 book you like.

 book that you like.

⑻　旅行から帰った彼は出かけたときの彼とは違っていた。
He did not bring back from a journey the （　　　　） self （　　　　） he took.

⑼　私にできる援助はすべて彼のためにしてあげた。
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P.71 　基本問題

1 ⑴　イ，エ　　⑵　ウ，カ　　⑶　ウ，カ
⑷　イ，カ　　⑸　イ，エ

2 ⑴　Whoever　　⑵　Whichever
⑶　whomever　　⑷　However

⑸　Whatever

3 ⑴　whomever　　⑵　Whatever
⑶　wherever　　⑷　However

⑸　whatever accident

4 ⑴　そんなことを言う人はだれでも嘘つきだ。
⑵　だれがそう言っても，それは嘘だ。
⑶　あなたが彼に言ったことは何でも彼の気分をよ
くした。
⑷　あなたが何を言っても，彼の気持ちは変わらな
い。

解 説

1 ⑴　連鎖関係代名詞の問題である。
　such ... as ～で「～のような…」という意味
になる。
　「あなたは健康のためになるような果物をたべ
なければなりません」。
⑵　類似関係代名詞 butの問題である。
　主節が否定または否定に準じる構文に butが
使われると否定を含む関係代名詞になり（＝that 

～ not），意味は「～でない…はない」となる。
　「世界平和を望まない人はいない」。
⑶　類似関係代名詞 asの問題である。
　the same ... as ～で「～と同じ…」（同じ種類
の…）という意味になる。
　「これは私が子どもの頃に聞いたのと同じ話で
す」。
⑷　同一物のときは the same ... that ～となる。
　「なぜあなたは私がなくしたのと同じシャープ
ペンシルを持っているのですか」。mechanical 

pencilは「シャープペンシル」。
⑸　類似関係代名詞 thanの問題である。
　先行詞に比較級がつくと関係代名詞として，
thanが用いられる。「～以上の…」という意味
になる。
　「私たちは食べ物として必要以上の動物を殺し
てはならない」。

2 ⑴　「～する人はだれでも」は anyone who ～だが，
これを１語で表すと whoeverとなる。これを複

第 18講　関係詞⑷ 合関係代名詞という。
⑵　「どちらの…が～しても」は whichever ... ～
で表す。譲歩の副詞節を導くものとして用いられ
ている。名詞を伴っているので，関係代名詞とい
える。名詞を伴わない関係代名詞としての用法も
ある。
（例）Take whichever you like.「あなたの好き
なものをどれでも取りなさい」。

⑶　「Sが～する人にはだれにでも」は anyone 

whom S ～で，これを１語で表すと whomever

となる。
⑷　「どんなに～でも」は〈however＋形容詞～〉で
表す。譲歩の副詞節を導く複合関係副詞である。
however ～は no matter how ～と書き換えら
れる。be sure to ～は「必ず～する」。

⑸　「～は何でも」は anything that ～で，これを
１語で表すと，whateverとなる。whateverは
この節の中では主語として使われているが，目的
語として使うこともできる。
（例）Tell me whatever comes to your mind 

about this matter.「この問題について思いつい
たことは何でも私に話しなさい」。
　be at one’s disposalは「～の自由になる」。

3 ⑴　anyone that S ～は「Sが～する人はだれで
も」という意味で，thatは目的格の関係代名
詞であるから whomと同じである。１語では
whomeverで表す。「好きな人はだれでも連れて
来ていいです」。

⑵　anything that ～ は「～ は ど ん な こ と で
も」という意味である。１語では whatever ～
で表せる。around youは「あなたの周りで」。
affectは「影響する」。「周りで起こることはどん
なことでもあなたに影響するでしょう」。
　whateverには「どんなことが～してもそれは」
と譲歩節を導く用法もある。その用法だと，
Whatever happens around you, it will affect 

you.となる。このときのwhateverは no matter 

whatに言い換えられる。
⑶　any place that ～で「～するところへはどこ
へでも」で，１語で表すと先行詞を含んだ複合関
係副詞whereverになる。
　「行きたいところはどこへでも行った方がいい」。
　whereverは譲歩を表す副詞節を導く用法もあ
る。
（例）Wherever you may go, I’ll follow you.

17

1 次の英文を読んで，あとの問いに答えなさい。

　A tourist is a person who goes to see places for pleasure.  If people travel for other reasons, we do not 

them tourists.  Many years ago, traveling was slow and difficult.  It was very uncomfortable.  If you 

traveled abroad, you usually had to spend many weeks or months away from home.  Because of ①this, 

you usually had to be very rich.  If not, you sometimes had to be very brave and ready to *endure hard 

conditions.

　Nowadays, air travel has changed everything.  ATraveling by air is easy and fast, and so it is possible 

for people with very short holidays to go halfway around the world.  Traveling ②［become / easier / has / 

much cheaper / and faster / but also / not only］.  Today you can fly in comfortable planes and stay in good 

hotels at a price which includes almost everything. 

　But why do most of us want to travel?  What do we want to do when we go abroad?  There are now 

thousands of holiday companies that offer all kinds of different holidays.  If you are stay in a tent, or in a 

palace; you can ride a elephant, or go diving underwater to look at fish.  You can travel to mountains or 

forests, to lakes, or caves.

　But many of us are not so adventurous.  When we go on holiday, we just ③［lives / want / our / different / 

usual / something / from］.  We want to see different things around us; we want to feel a different 

environment, meet different people and eat different food.  Most of all, people from colder countries want 

to find the sun.  Thousands of people crowd onto the beaches of *the Mediterranean Sea and other sunny 

places.  BThere you can see thousands of people lying in the sun to get a tan.  A tan!  That is the goal of 

many modern tourists.

　Some people will do almost anything to get a tan.  CSometimes they lie on beaches that are so crowded 

that people can’t walk to the water.  They many burn their skin until it is red and painful.  But when they 

go home, everyone can see that they have been away.  And perhaps they feel younger and healthier.  So 

the tourists’ pleasure continues after they return home.

　Holidays are not just for pleasure.  They are also a very important business nowadays.  Tourists bring 

very large amounts of foreign money to the countries they visit.  ④This has had an important *effect on 

the economy of many countries, and some countries need a great number of tourists.  In Spain, there are 

about forty million visitors each year.  This is equal to the total number of people who live in the country.  

In the main tourist countries, Dthe jobs of thousands of people depend on tourism, and tourism often 

brings jobs to areas where there is little other work.

（注）endure：我慢する　　the Mediterranean Sea：地中海　　effect：影響
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プログレス

M A T H E M A T I C S数 学
プログレスの数学は、Ｇ-ＭＡＲＣＨレベルの受験を想定した比較的難易度の高いテキスト。受験を意
識した教材のため、扱っている問題のレベルも教科書より難しくなっています。集団授業での使用を
前提に、基本公式、例題、類題、レベル別問題演習という、実力養成に効果的なフローを実現。応
用力と実践力を効果的に養う指導を可能にするテキストです。

2

基 本 事 項基 項基 本 事 項基基 本 事 項

次の整式を［　］内で与えられた文字について降べきの順に整理せよ。
　x3y＋4xy－6－2xy2　　　　［x，y］，［x］，［y］

例  題 1

　　整式の整理
含まれている文字が同じ項を同類項という。まず同類項をまとめる。
整式を特定の文字に着目して整理するときは，次数に注意して降べきの順か昇べきの順に並べる。

　　整式の加法・減法
整式A，B の加法は A＋B  の同類項をまとめる。
整式A，B の減法はAにBの各項の符号を変えた式を加える。A－B＝A＋（－B）  である。

　　指数法則
am×an＝am＋n　（am）n＝amn （ab）n＝anbn （m，n  は正の整数）
単項式の乗法の際に利用する。

　　整式の乗法
分配法則  A（B＋C）＝ABAA ＋AC，（A（（ ＋B）C＝AC＋BC を繰り返し用いて展開する。
このとき，指数法則を使って計算し，最後は整式を整理する。

　　乗法公式
　整式の展開の計算では，次の公式を覚えておくとよい。
⑴　（a＋b）2＝a2＋2ab＋b2　（b  →  －b とすると）　（a－b）2＝a2－2ab＋b2

⑵　（a＋b）（a－b）＝a2－b2

⑶　（x＋a）（x＋b）＝x2＋（a＋b）x＋ab　（⑷で  a＝c＝1  の場合）
⑷　（ax＋b）（cx＋d）＝acx2＋（ad＋bc）x＋bd

⑸　（a＋b＋c）2＝a2＋b2＋c2＋2ab＋2bc＋2ca

　　覚えておくと便利な等式
⑴　（a＋b）2＋（a－b）2＝2（a2＋b2） ⑵　（a＋b）2－（a－b）2＝4ab

⑶　（a＋b）2－2ab＝a2＋b2

　　1

　　2　　

　　3　　

　　　　

　　5　　

　　6　　

　［x，y］について　与式＝x3y－2xy2＋4xy－6

　［x］について 与式＝yx3＋（－2y2＋4y）x－6

　［y］について 与式＝－2xy2＋（x3＋4x）y－6

解答

次数についての確認を十分しておく。［x，y］については，x3y  は4次式，xy2  は3次式である。降べきの順と
は，次数の高いものから順に並べていくことである。

　次の整式を［　］内で与えられた文字について降べきの順に整理せよ。
　　2x4y3－6x3y2＋10xy5 　　　［x，y］，［x］，［y］

類 題 1

第 1 講 整　式　⑴
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3

A＝1＋2x3－4x2，B＝5－2x2＋3x3＋6

について，4A44 －2B22 －2（A（（ －3B33 ）  を計算せよ。

例  題 2

次の式を展開せよ。

⑴　30a2b3（ a2

15
－ab

5
＋b2

3） ⑵　（4x2－5x＋3）（2x2－x＋3）

例  題 3

　4A44 －2B22 －2（A（（ －3B33 ）＝4A44 －2B22 －2A22 ＋6B66 ＝2A22 ＋4B44   であるから
　　2A22 ＋4B44 ＝2（1＋2x3－4x2）＋4（5－2x2＋3x3＋6x）＝2＋4x3－8x2＋20－8x2＋12x3＋24x

 　＝（4＋12）x3＋（－8－8）x2＋24x＋（2＋20）＝16x3－16x2＋24x＋22

解答

⑴　与式＝30a2b3･ a2

15
－30a2b3･ab

5
＋30a2b3･b

2

3

＝2a4b3－6a3b4＋10a2b5

⑵　縦書きで計算すると
　 4x2－5x＋3

× ）） 2x2－ x＋3

　 8x4－10x3＋ 6x2

  － 4x3＋ 5x2－ 3x

12x2－15x＋9

 8x4－14x3＋23x2－18x＋9

解答

いきなり代入するのではなく，A，Bの式を整理して簡単にしてから，AとBに代入していく。

分配法則  (a＋b)(c＋d)＝ac＋ad＋bc＋bd  を用いて計算する。項が多くなった場合は縦書きのかけ算も有効
である。

A＝1－2x2－3x3，B＝－2＋3x3－x＋4x2

について，3A33 －7B77 －3（2A22 －3B33 ）  を計算せよ。

類 題 22

　次の式を展開せよ。

⑴　32x3y3（x2y
16
－xy

4
＋y2

2） ⑵　（2x2－3x＋1）（2x2－x－2）

類 題 33

次の式を満たす正の整数 m を求めよ。
⑴　（a2）4×a3×（am）3＝a20 ⑵　（am）3×（a2）4×a2m－3＝a25

例  題 4

⑴　与式の左辺は
　　　（a2）4×a3×（am）3＝a2×4×a3×am×3＝a8×a3×a3m＝a8＋3＋3m＝a11＋3m

　　これが a20と等しいから，指数を比べて
　　　11＋3m＝20　　　よって，m＝3

解答

11高新演フ�ロ_数Ⅰ-H_P002-021_.indd   3 11.11.24   6:29:00 PM

数学Ⅲ・C（高3用）、大学受験 文系数学（高３用）、大学受験 理系数学（高３用）

●基本事項、例題・類題
スタンダード数学と同様に類題を付加。基
本事項で習得した公式や定理を利用し、｢例
題→類題｣ のパターン学習を繰り返すこと
で、着実に知識を習得できます。新設した
｢正解へのアクセス｣ では、問題を解く際の
ポイントを意識化させることができます。

●演習問題
例題・類題で習得し
た解法パターンを活
かして解くことがで
きる問題です。対
応例題が示されて
いるので、苦手問
題の振り返り学習が
可能です。

●入試問題演習
実際の入試問題を豊富
に収録しています。レ
ベル分けされているの
で、実力に応じた応用
力や実践力の養成に
ピッタリ！

プログレス  数学Ⅰ､A､Ⅱ､B

5

　　次の式をxについて降べきの順に整理せよ。また，x2の係数をいえ。 例題1

　⑴　2xy2－6y＋5x3－4xy＋2x2y

　⑵　8x－｛2x2－x（4x2－5）｝＋4x4＋1

A＝a2＋ab－3b2，B＝3a2－7ab＋5b2  のとき，次の問いに答えよ。 例題2

　⑴　3（A（（ ＋2B22 ）－（2A22 ＋3B33 ）  を求めよ。 ⑵　2A22 ＋X＝4B44   を満たすXを求めよ。
　⑶ X＋Y＝A，X－Y＝B  を同時に満たすX，Yを Y A，Bで表せ。
　⑷　⑶のX，Y を求めよ。Y

　　次の式を計算せよ。 例題3

　⑴（ 1
3

x4y3z3 ）2×（－ 2
5

 xy3） ⑵　（－3ax2）2×2a4x×（－a4 2x）2 3

　　次の式を満たす正の整数 m を求めよ。 例題4

　⑴　（a3）3×a4×（am）2＝a17 ⑵　（am）2×（a2）3×a3m－2＝a24

　　次の式を展開せよ。 例題5

　⑴　（x2－xy＋y2）（x－y） ⑵　（x2－3x＋1）（2x2－4x－5）
　⑶　（a3－2a2b＋b3）（2a－3b） ⑷　（x3－3x2y＋3xy2－y3）（x＋y）

　　次の式を展開せよ。 例題5

　⑴　（x＋2x2－3x3）2 ⑵　（2a－4b＋3c）2

　⑶　（a－b＋c－d）（a＋b－c－d） ⑷　（a＋3）2（a－3）2

　⑸　（x－y）（x＋y）（x2＋y2）（x4＋y4） ⑹　（x2＋x＋1）（x2－x＋1）（x4－x2＋1）

　　次の式を計算せよ。 例題5

　⑴　（a－b＋c）2－（a＋b－c）2

　⑵　（x＋y＋z）2－（y＋z－x）2＋（z＋x－y）2－（x＋y－z）2

1

2

3

4

5

6

7　　
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6

　　次の式を展開して整理せよ。
　⑴　（a－b）2＋（b－c）2＋（c－a）2＋（a＋b＋c）2

　⑵　（2x＋3y）（2x－3y）（4x2＋6xy＋9y2）（4x2－6xy＋9y2）

A＝2x3－3x2＋2x－1，B＝x4－2x3＋3x2－5x＋6  のとき，C＝AB  について考える。
　⑴ Cの x5 の係数を求めよ。
　⑵ Cの x2 の係数を求めよ。

xの整式  2x（1－x）（1－2x）2＋x2（2－2x）2  を  x（1－x）＝y  とおいてyの式で表せ。 〈鹿児島大〉

　　（√√a＋√√b＋√√c）（－√√a＋√√b＋√√c ）（√√a－√√b＋√√c ）（√√a＋√√b－√√c）  を簡単にせよ。 〈大阪薬科大〉

　　ax2＋2bxy＋cy2  の  x，y  の代わりに，それぞれ  3X33 ＋2Y，4YY X44 ＋3Y  を代入して得られる式を Y AX 2＋2BXY22 ＋CY 2

とするとき，AC－B2  を  a，b，c  で表せ。

　 4つの実数  a，b，c，d  の間に
　　　a2＋b2＝c2＋d 2＝1，ac＋bd＝0

　という関係があるとき，a2＋c2，b2＋d 2，ab＋cd  の値を求めよ。 〈東京電機大〉

1
1

2　

3　

4　　

1

2　　

入 試 問 題 演 習
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J A P A N E S E国 語
難関大学の入試に対応するテキストであるプログレスの国語。現代文Ⅰでは、大学入試頻出の文章
テーマごとに、頻出作家の文章を採り入れています。古典Ⅰでは、難易度が高く、大学入試で差が
つく単元を集中的に学ぶことができるよう、「助動詞総合」「敬語総合」の講を新設。さらに、テキ
スト内で扱う長文問題の量を増やすことで、入試を意識した問題演習に最適な教材となっています。

プログレス  古典Ⅰ､Ⅱ プログレス  現代文Ⅰ､Ⅱ

大学受験 現代文（高３用）、大学受験 古典（高３用）

●基本事項
古典Ⅰでは、未習の生徒にも対応できるよう、要点整
理のコーナーとして「基本事項」を新設。図表を交
えながらコンパクトにまとめられており、問題演習に
入る前に素早く知識の確
認ができます。また、講
師が板書案を練る際の
足がかりとしても活用で
きます。

●古文常識
古典世界の生活様式や
慣習などについて説明し
たコーナー。読解の際
にポイントとなる＋αの
知識を厳選して載せて
います。

●長文問題演習
大学入試の古典は長文問題
形式で出題されることが多
いため、早いうちから長文
に接しておくことが大切で
す。これを踏まえ、長文問
題演習の各講の分量を、従
来の２ページから４ページに
倍増。従来版より解釈問題
の比重を上げ、より実践的
な内容となっています。

●演習問題
「研究」では、そのテーマに関連のある用語を説明し、文章の背
景知識を増やすことで、理解をさらに深めます。
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問
一

　
傍
線
部
①
〜
⑥
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
ア
〜
ク
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
同

じ
番
号
を
何
度
用
い
て
も
よ
い
。

ア

　
打
消
の
助
動
詞

　
　
イ

　
接
続
助
詞

　
　
　
　
ウ

　
受
身
の
助
動
詞

　
　
エ

　
断
定
の
助
動
詞

オ

　
係
助
詞

　
　
　
　
　
カ

　
完
了
の
助
動
詞

　
　
キ

　
格
助
詞

　
　
　
　
　
ク

　
可
能
の
助
動
詞

 

① 

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

　
② 

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

　
③ 

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

　
④ 

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

　
⑤ 

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

　
⑥ 

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

問
二

　
傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
、

⑴

　
単
語
に
分
け
よ
。
左
記
の
文
に
、
区
切
り
と
し
て
横
線
を
書
き
込
め
。

　
　
　
　
か

　
し

　
こ

　
へ

　
も

　
の

　
し

　
な

　
ん
。

⑵

　
助
動
詞
・
助
詞
の
意
味
に
注
意
し
て
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

⑶

　
傍
線
部
Ａ
の
「
な
ん
」
と
文
法
的
に
同
じ
種
類
の
も
の
を
、
次
の
ア
〜
カ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

　
年
ご
ろ
よ
く
比
べ
つ
る
人
々
な
む
、
別
れ
が
た
く
思
ひ
て
、
と
か
く
の
の
し
る
う
ち
に
、
夜
ふ
け
ぬ
。（
徒
然
草
）

イ

　
盛
り
に
な
ら
ば
、
か
た
ち
も
限
り
な
く
よ
く
、
髪
も
い
み
じ
く
長
く
な
り
な
む
。（
更
級
日
記
）

ウ

　
法
師
は
人
に
う
と
く
て
あ
り
な
む
。（
徒
然
草
）

エ

　
宮
内
卿
は
ま
だ
し
か
る
べ
け
れ
ど
、
け
し
う
は
あ
ら
ず
と
見
ゆ
め
れ
ば
な
む
。（
増
鏡
）

オ

　
い
づ
ち
も
い
づ
ち
も
足
の
向
き
た
ら
む
方
へ
往
な
む
ず
。（
竹
取
物
語
）

カ

　
げ
に
さ
も
あ
ら
な
む
。（
宇
治
拾
遺
物
語
）

問
三

　
傍
線
部
Ｂ
「
み
づ
か
ら
は
〜
泣
く
」
と
あ
る
が
、「
み
づ
か
ら
」
が
誰
の
こ
と
か
わ
か
る
よ
う
に
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
四

　
二
重
傍
線
部
「
い
か
に
し
給
は
ん
ず
ら
む
。
ひ
と
り
は
よ
に
お
は
せ
じ
な
」
と
あ
る
が
、
兼
家
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

心
配
し
て
い
る
の
か
、
簡
単
に
説
明
せ
よ
。

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

⎣――――⎡ 

⎦――――⎤

・
一
夫
多
妻
の
通
い
婚

　
こ
の
日
記
が
書
か
れ
た
平
安
時
代
は
、
一
夫
多
妻

婚
で
あ
っ
た
。
文
字
通
り
、
一
人
の
男
性
が
複
数
の

女
性
と
結
婚
で
き
、
夫
は
妻
の
家
に
通
う
の
が
普
通

で
あ
っ
た
。
本
文
中
に
も
、「
具
合
が
悪
く
な
っ
た

か
ら
自
分
の
家
に
帰
ろ
う
と
思
う
」
と
兼
家
が
言
う

場
面
が
あ
る
が
、「
通
い
婚
」
ゆ
え
の
言
葉
で
あ
る
。

　
結
婚
と
い
っ
て
も
、
女
性
の
立
場
は
、
と
て
も
弱

か
っ
た
の
で
、
夫
が
通
っ
て
こ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
女
性
は
生
活
の
よ

り
ど
こ
ろ
を
失
っ
て
し
ま
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

古
文
常
識
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1

　
次
の
文
章
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
一
節
で
、
作
者
（
私
）
の
家
に
夫
で
あ
る
兼
家
が
訪
れ
て
い
た
時
の
話
で
あ
る
。
読
ん

で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

　
三
月
ば
か
り
、
こ
こ
に
渡
り
た
る
ほ
ど
に
し
も
く
る
し
が
り
そ
め
て
、
い
と
わ
り
な
う
く
る
し
と
思
ひ
ま
ど
ふ
を
、
い
と
い

み
じ
と
見
る
。
い
ふ
こ
と
は
、「
こ
こ
に
ぞ
、
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
き
を
、
何
ご
と
も
せ
ん
に
い
と
便び
ん

な
か
る
べ
け
れ
ば
、
か
し

こ
へ
も
の
し
な
ん
。
つ
ら
し
と
な
お
ぼ
し
そ
。
に
は
か
に
も
、
い
く
ば
く
も
あ
ら
ぬ
心
ち
な
ん
す
る
な
ん
、
い
と
わ
り
な
き
。

あ
は
れ
、
死
ぬ
と
も
お
ぼ
し
出
づ
べ
き
こ
と
の
な
き
な
ん
、
い
と
か
な
し
か
り
け
る
」
と
て
泣
く
を
見
る
に
、
も
の
お
ぼ
え
ず

な
り
て
、
又
、
い
み
じ
う
泣
か
る
れ
ば
、「
な
泣
き
給た

ま

ひ
そ
。
く
る
し
さ
ま
さ
る
。
よ
に
い
み
じ
か
る
べ
き
わ
ざ
は
、
心
は
か

ら
ぬ
ほ
ど
に
、
か
か
る
別
れ
せ
ん
な
ん
あ
り
け
る
。
い
か
に
し
給
は
ん
ず
ら
む
。
ひ
と
り
は
よ
に
お
は
せ
じ
な
。
さ
り
と
ん（

も
）、

お
の
が
忌い

み

の
う
ち
に
し
給た

ま
ふな
。
も
し
死
な
ず
は
あ
り
と
ん（

も
）、
限
り
と
思
ふ
な
り
。
あ
り
と
ん（

も
）こ
ち
は
え
ま
い
る
ま
じ
。
を
の
が

さ
か
し
か
ら
ん
時
こ
そ
い
か
で
も
い
か
で
も
も
の
し
給
は
め
と
お
も
へ
ば
、
か
く
て
死
な
ば
こ
れ
こ
そ
は
見
た
て
ま
つ
る
べ
き

限
り
な
め
れ
」
な
ど
、
ふ
し
な
が
ら
い
み
じ
う
語
ら
ひ
て
泣
く
。
こ
れ
か
れ
あ
る
人
々
よ
び
よ
せ
つ
つ
、「
こ
こ
に
は
い
か
に

思
ひ
き
こ
え
た
り
と
か
見
る
。
か
く
て
死
な
ば
、
又
対
面
せ
で
や
や
み
な
ん
と
思
ふ
こ
そ
い
み
じ
け
れ
」
と
い
へ
ば
、
み
な
泣

き
ぬ
。
み
づ
か
ら
は
、
ま
し
て
も
の
だ
に
い
は
れ
ず
、
た
だ
泣
き
に
の
み
泣
く
。
か
か
る
ほ
ど
に
心
ち
い
と
お
も
く
な
り
ま
さ

り
て
、
車
さ
し
寄
せ
て
乗
ら
ん
と
て
、
か
き
を（

お
）こ
さ
れ
て
人
に
か
か
り
て
も
の
す
。 

（『
蜻
蛉
日
記
』）

①

Ａ

②

③

④

⑤

Ｂ

⑥

510

1い
み
じ
＝
大
変
で
あ
る
。
悲
し
い
。

便
＝
都
合
。
具
合
。

か
し
こ
＝
遠
称
の
指
示
代
名
詞
。
あ
そ
こ
。
か
の
と

こ
ろ
。
こ
こ
で
は
、
兼
家
邸
の
こ
と
。

も
の
す
＝
「
居
る
・
行
く
・
来
る
・
言
う
・
食
ふ
」

種
々
の
動
詞
の
代
わ
り
に
用
い
る
。（
そ
の
場
に

応
じ
た
語
で
訳
す
。）

つ
ら
し
＝
不
人
情
だ
。
冷
淡
だ
。
薄
情
だ
。

な
〜
そ
＝
〜
し
て
く
れ
る
な
。
〜
し
な
い
で
く
れ
。

お
ぼ
す
＝
お
思
い
に
な
る
。「
お
ぼ
し
め
す
」
よ
り

敬
意
が
弱
い
。

わ
り
な
し
＝
つ
ら
い
。
苦
し
い
。
耐
え
が
た
い
。

あ
は
れ
＝
あ
あ
。
ほ
ん
と
う
に
。

お
ぼ
ゆ
＝
記
憶
す
る
。
思
い
浮
か
べ
る
。

心
は
か
る
＝
予
想
す
る
。
お
し
は
か
る
。

え
〜
ま
じ
＝
〜
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
〜
で
き
そ
う
も

な
い
。

さ
か
し
＝
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
気
丈
で
あ
る
。

こ
れ
か
れ
あ
る
人
々
＝
こ
の
人
あ
の
人
。
こ
こ
で
は
、

侍
女
の
こ
と
。

人
に
か
か
り
て
＝
人
に
よ
り
か
か
っ
て
。

重
要
古
語

第

講

長
文
問
題
演
習
⑸

　
第
20
講
・
第
21
講
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基
本
事
項

【
活
用
】

　
ラ
変
型

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

な
り

○

な
り

な
り

な
る

な
れ

○

【
接
続
】

　
終
止
形
接
続
（
ラ
変
型
活
用
語
に
は
連
体
形
）

【
意
味
】

　
ａ

　
〈
伝
聞
〉「
〜
ソ
ウ
ダ
・
〜
ト
イ
ウ
」

　
　
　
　

 

ｂ

　
〈
推
定
〉「
〜
ヨ
ウ
ダ
」

「
な
り
」
は
、「
鳴
あ
り
」
あ
る
い
は
「
音ね

あ
り
」
が
変
化
し
て
で
き
た
語
と
い
わ
れ
て

お
り
、〈
聴
覚
〉
を
元
に
し
て
推
定
す
る
の
が
原
義
の
助
動
詞
で
あ
る
。
ひ
と
ま
と
め
に

「
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
厳
密
に
は
、
そ
の
推
定
の
根
拠

で
あ
る
情
報
が
、「
人
の
話
」
で
あ
る
と
き
は
〈
伝
聞
〉、「
単
な
る
音
声
」
で
あ
る
と
き

は
〈
推
定
〉
の
よ
う
に
文
法
的
意
味
は
区
別
さ
れ
る
。

【
活
用
】

　
ラ
変
型

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

め
り

○

め
り

め
り

め
る

め
れ

○

【
接
続
】

　
終
止
形
接
続
（
ラ
変
型
活
用
語
に
は
連
体
形
）

【
意
味
】

　
ａ

　
〈
推
定
〉「
〜
ヨ
ウ
ダ
」

　
　
　
　

 

ｂ

　
〈
婉
曲
〉「
〜
ヨ
ウ
ダ
」

「
め
り
」
は
、「
見
あ
り
」
あ
る
い
は
「
見
え
あ
り
」
が
変
化
し
て
で
き
た
語
と
い
わ
れ

て
お
り
、「
な
り
」
と
は
対
照
的
に
〈
視
覚
〉
を
元
に
し
て
推
定
す
る
の
が
原
義
の
助
動

〈
伝
聞
・
推
定
〉
の
助
動
詞
「
な
り
」

1
〈
推
定
・
婉
曲
〉
の
助
動
詞
「
め
り
」

2

詞
で
あ
る
。
ま
た
、「
ら
し
」
と
の
対
比
で
言
う
と
、「
ら
し
」
が
根
拠
の
あ
る
推
定
で
あ

る
の
に
対
し
、「
め
り
」
は
主
観
的
な
推
定
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
婉
曲
」
は
、
事
実
を
断
定
的
に
述
べ
る
の
を
避
け
、
表
現
を
や
わ
ら
げ
る
用
法
で
あ
る
。

「
な
り
」（
伝
聞
・
推
定
）・「
め
り
」・「
べ
し
」
の
三
つ
の
助
動
詞
が
、
ラ
変
型
活
用
語

に
接
続
す
る
と
、
そ
の
ラ
変
型
活
用
語
の
語
尾
は
必
ず
「
る
」
に
な
る
が
、
こ
の
「
る
」

が
撥
音
便
化
し
て
「
ん
」
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
平
安
時
代
に
お
い
て

は
「
ん
」
は
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、「
撥
音
便
無
表
記
」
と
い
う
現
象
が

起
き
る
こ
と
に
な
る
（
鎌
倉
以
降
は
「
ん
」
も
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
）。

　
例

　
「
あ
る
め
り
」
↓
「
あ
ん
め
り
」
↓
「
あ
め
り
」

【
活
用
】「
な
り
」
＝
形
容
動
詞
型
（
ナ
リ
活
用
）、「
た
り
」
＝
形
容
動
詞
型
（
タ
リ
活
用
）

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

な
り

な
ら

な
りに

な
り

な
る

な
れ

な
り

た
り

た
ら

た
りと

た
り

た
る

た
れ

た
れ

【
接
続
】

　
「
な
り
」
＝
体
言
、
活
用
語
の
連
体
形
、
お
よ
び
い
く
つ
か
の
副
詞
・
助
詞

　
　
　
　

 

「
た
り
」
＝
体
言

【
意
味
】

　
ａ

　
〈
断
定
〉「
〜
デ
ア
ル
」

　
　
　
　

 

ｂ

　
〈
存
在
〉「
〜
ニ
イ
ル
・
ニ
ア
ル
」（「
な
り
」
の
み
の
用
法
）

「
な
り
」
は
「
に
あ
り
」
が
、「
た
り
」
は
「
と
あ
り
」
が
つ
づ
ま
っ
て
で
き
た
語
と
い

わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
に
・
あ
り
」「
と
・
あ
り
」
の
よ
う
に
元
の
形
に
分
裂
し
た
形

で
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
（
連
用
形
「
に
・
と
」
の
用
法
）。

「
な
り
」「
め
り
」「
べ
し
」
と
撥
音
便

3
〈
断
定
〉
の
助
動
詞
「
な
り
」「
た
り
」

4

第

講

助
動
詞
⑸

11
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●次
の
文
章
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
一
節
で
、
作
者
（
私
）
の
家
に
夫
で
あ
る
兼
家
が
訪
れ
て
い
た
時
の
話
で
あ
る
。
読
ん

で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

講
22
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